
JP 2010-531586 A5 2010.11.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年11月18日(2010.11.18)

【公表番号】特表2010-531586(P2010-531586A)
【公表日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-038
【出願番号】特願2010-513667(P2010-513667)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/56     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/56    ２６０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一または複数のダウンストリームネットワークインターフェースを有しており、少なく
とも一つのマルチキャストグループアドレスにマルチキャストパケットを送信するソース
と、マルチキャストグループアドレスおよびソースに対してデータを要求する一または複
数のホストとの間のデータネットワークシステム内に位置するマルチキャストルータであ
って、
　ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストグループアドレ
スのために、一または複数のホストにより行われたデータ要求により得られたＩＮＣＬＵ
ＤＥソースリストに関する情報を含む少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードと
、一または複数のホストにより行われたデータ要求により得られたＥＸＣＬＵＤＥソース
リストに関する情報を含む少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを保存し、
　ＩＧＭＰ（インターネットグループマネジメントプロトコル）またはＭＬＤ（マルチキ
ャストリスナ探索）プロトコルに基づくホストルータマルチキャスト経路指定プロトコル
を使用して、一または複数のホストと通信し、
　ＩＮＣＬＵＤＥおよびＥＸＣＬＵＤＥソースリスト中の各ソースのｓｏｕｒｃｅ－ｔｉ
ｍｅｒを維持し、
　ネットワークインターフェースおよび各マルチキャストグループアドレスのために、少
なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードと少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソース
レコードとの情報に基づいて、ホストにマルチキャストパケットを伝送し、
　ｓｏｕｒｃｅ－ｔｉｍｅｒの値がゼロを上回るマルチキャストグループアドレスの各Ｉ
ＮＣＬＵＤＥソースのために、ダウンストリームネットワークインターフェースを介して
マルチキャストパケットを伝送し、且つ
　ｓｏｕｒｃｅ－ｔｉｍｅｒの値がゼロであるＥＸＣＬＵＤＥソースを除いて、ネットワ
ークインターフェースを介して、マルチキャストグループアドレスのソースのマルチキャ
ストパケットを伝送する、
マルチキャストルータ。
【請求項２】
　ネットワークインターフェースおよびマルチキャストグループアドレスのために、単一
のＩＮＣＬＵＤＥソースレコードおよび単一のＥＸＣＬＵＤＥソースレコードのみを保存
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する、請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項３】
　ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストグループアドレ
スの少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードが、（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ－ａｄｄ
ｒｅｓｓ，ＩＮＣＬＵＤＥ，｛ｓｏｕｒｃｅ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｔｉｍｅｒｓ｝）を含
んでおり、少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードが、（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ－
ａｄｄｒｅｓｓ，ｇｒｏｕｐ　ｔｉｍｅｒ，ＥＸＣＬＵＤＥ，｛ｓｏｕｒｃｅ　ｌｉｓｔ
　ａｎｄ　ｔｉｍｅｒｓ｝）を含んでいる、請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項４】
　一または複数のホストを発信元とする状態メッセージまたは状態変更メッセージを受信
したときに、少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードおよび／または少なくとも
一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードを更新するために、実行可能な指令を保存している
、請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項５】
　ソースからマルチキャストルータまでの経路指定ツリーをセットアップするためにマル
チキャストルータが適用しなければならない方法に関する指令を含む、一または複数のホ
ストを発信元とする状態メッセージを受信することが可能な、請求項１に記載のマルチキ
ャストルータ。
【請求項６】
　（１）各ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストグルー
プアドレスについて、少なくとも二つの別個のレコード、即ち、ＩＮＣＬＵＤＥソースレ
コードとＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを保持するため、および（２）マルチキャスト
ルータのダウンストリームネットワークインターフェースを介して、一または複数のホス
トを発信元とするＩＮＣＬＵＤＥソースリストに関する情報とＥＸＣＬＵＤＥソースリス
トとに関する情報とを受信したときに、各マルチキャストグループアドレスについて、Ｉ
ＮＣＬＵＤＥソースレコードとＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを更新するために、実行
可能な指令を保存している、請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項７】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルを使用して、マルチキャストルータ
自身とソースとの間に位置する少なくとも一つの他のマルチキャストルータと通信する、
請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項８】
　マルチキャストグループアドレスのために、マルチキャストルータ自身とソースとの間
の経路指定ツリー内に位置する少なくとも一つの他のマルチキャストルータを介してソー
スにデータを要求するアップストリームネットワークインターフェースを有しており、こ
のアップストリームネットワークインターフェースが、ルータ－ルータマルチキャスト経
路指定プロトコルを介して少なくとも一つの他のマルチキャストと通信し、ＩＮＣＬＵＤ
Ｅソースレコードに含まれる情報と、ＥＸＣＬＵＤＥソースレコードに含まれる情報とを
使用して、ソースにデータを要求することにより、最短パスツリーを介したソーストとの
接続が可能になる、請求項７に記載のマルチキャストルータ。
【請求項９】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルが、ＰＩＭ（プロトコル非依存マル
チキャスト）プロトコルの一バージョンである、請求項７に記載のマルチキャストルータ
。
【請求項１０】
　マルチキャストグループアドレスのために、ランデブーポイントルータを含む複数のマ
ルチキャストルータを介してソースにデータを要求するアップストリームネットワークイ
ンターフェースを有しており、これらの複数のマルチキャストルータが、ソースとマルチ
キャストルータ自身との間の経路指定ツリー内に位置しており、経路指定ツリーが、ソー
スのランデブーポイントツリー（ＲＰＴ）および最短パスツリー（ＳＰＴ）を含み、アッ
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プストリームネットワークインターフェースが、ルータ－ルータマルチキャスト経路指定
プロトコルを介して複数のマルチキャストルータと通信し、ＩＮＣＬＵＤＥソースレコー
ドに含まれる情報と、ＥＸＣＬＵＤＥソースレコードに含まれる情報とを使用して、ソー
スにデータを要求することにより、ランデブーポイントツリーを使用しなくとも最短パス
ツリーを介したソースとの接続が可能になる、請求項７に記載のマルチキャストルータ。
【請求項１１】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルが、ＰＩＭ（プロトコル非依存マル
チキャスト）プロトコルの一バージョンである、請求項１０に記載のマルチキャストルー
タ。
【請求項１２】
　ダウンストリームネットワークインターフェースにおいて、マルチキャストグループア
ドレスに対するＩＳ＿ＩＮ（ｘ）タイプのメッセージを受信したとき、マルチキャストグ
ループアドレスのいずれのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードも修正されない、請求項１に記
載のマルチキャストルータ。
【請求項１３】
　ダウンストリームネットワークインターフェースにおいて、マルチキャストグループア
ドレスに対するＩＳ＿ＥＸ（ｘ）タイプのメッセージを受信したとき、マルチキャストグ
ループアドレスのいずれのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードも修正されない、請求項１に記
載のマルチキャストルータ。
【請求項１４】
　１）一または複数のホストを発信元とする、マルチキャストルータに対してマルチキャ
ストグループアドレスおよびソースからのデータ送信の停止を要求するメッセージを受信
するため、２）停止要求を受信したときに、少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコ
ードと少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを使用して、一または複数の他
のホストがマルチキャストグループアドレスおよびソースからデータを受信しているかど
うかを決定するため、ならびに３）マルチキャストグループアドレス及びソースから一ま
たは複数のホストへのデータ送信を、マルチキャストグループアドレスおよびソースから
データを受信する一または複数の他のホストに対してグループおよびソースに専用のクエ
リタイプのメッセージを送信することなく継続するための、実行可能な指令を保存する、
請求項１に記載のマルチキャストルータ。
【請求項１５】
　一または複数のダウンストリームネットワークインターフェースを有し、少なくとも一
つのマルチキャストグループアドレスにマルチキャストパケットを送信するソースと、マ
ルチキャストグループアドレス及びソースに対してデータを要求する一または複数のホス
トとの間のデータネットワークシステム内に位置するマルチキャストルータであって、
　ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストグループアドレ
スのために、一または複数のホストにより行われたデータ要求により得られたＩＮＣＬＵ
ＤＥソースリストに関する情報を含む少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードと
、一または複数のホストにより行われたデータ要求により得られたＥＸＣＬＵＤＥソース
リストに関する情報を含む少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを保存し、
　ＩＧＭＰ（インターネットグループマネジメントプロトコル）またはＭＬＤ（マルチキ
ャストリスナ探索）プロトコルに基づくホスト－ルータマルチキャスト経路指定プロトコ
ルを使用して、一または複数のホストと通信し、
　ＥＸＣＬＵＤＥソースリストが要求されたリストとＥＸＣＬＵＤＥリストとを含んでお
り、
　ダウンストリームネットワークインターフェースおよび各マルチキャストグループアド
レスのために、少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードと少なくとも一つのＥＸ
ＣＬＵＤＥソースレコードとの情報に基づいて、ホストにマルチキャストパケットを伝送
する、
マルチキャストルータ。
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【請求項１６】
　ＩＮＣＬＵＤＥソースリストおよびＥＸＣＬＵＤＥソースリストの各々のためにｓｏｕ
ｒｃｅ－ｔｉｍｅｒを維持する、請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項１７】
　ゼロを上回る値のｓｏｕｒｃｅ－ｔｉｍｅｒを有するマルチキャストグループアドレス
の各ＩＮＣＬＵＤＥソースについて、ネットワークインターフェースを介してマルチキャ
ストパケットを伝送し、マルチキャストグループアドレスの残りのソースのマルチキャス
トパケットも、値がゼロであるｓｏｕｒｃｅ－ｔｉｍｅｒを有するＥＸＣＬＵＤＥソース
を除き、ネットワークインターフェースを介して伝送する、請求項１６に記載のマルチキ
ャストルータ。
【請求項１８】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルを使用して、マルチキャストルータ
自体とソースとの間に位置する少なくとも一つの他のマルチキャストルータと通信する、
請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項１９】
　ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストアドレスのため
に、単一のＩＮＣＬＵＤＥソースレコードおよび単一のＥＸＣＬＵＤＥソースレコードの
みを保存する、請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項２０】
　ネットワークインターフェースおよびマルチキャストグループアドレスの少なくとも一
つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードが、（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ－ａｄｄｒｅｓｓ，ＩＮＣ
ＬＵＤＥ，｛ｓｏｕｒｃｅ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｔｉｍｅｒｓ｝）を含んでおり、少なく
とも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードが、（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ－ａｄｄｒｅｓｓ，
ｇｒｏｕｐ　ｔｉｍｅｒ，ＥＸＣＬＵＤＥ，｛ｓｏｕｒｃｅ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｔｉｍ
ｅｒｓ｝）を含んでいる、請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項２１】
　一または複数のホストを発信元とする状態メッセージまたは状態変更メッセージを受信
したときに、少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードおよび／または少なくとも
一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードを更新するために、実行可能な指令を保存している
、請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項２２】
　ソースからマルチキャストルータまでの経路指定ツリーをセットアップするためにマル
チキャストルータが適用しなければならない方法に関する指令を含む、一または複数のホ
ストを発信元とする状態メッセージを受信することが可能な、請求項１５に記載のマルチ
キャストルータ。
【請求項２３】
　（１）各ダウンストリームネットワークインターフェースおよびマルチキャストグルー
プアドレスについて、少なくとも二つの別個のレコード、即ち、ＩＮＣＬＵＤＥソースレ
コードとＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを保持するため、および（２）マルチキャスト
ルータのダウンストリームネットワークインターフェースを介して、一または複数のホス
トを発信元とするＩＮＣＬＵＤＥソースリストに関する情報とＥＸＣＬＵＤＥソースリス
トとに関する情報とを受信したときに、各マルチキャストグループアドレスについて、Ｉ
ＮＣＬＵＤＥソースレコードとＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを更新するために、実行
可能な指令を保存している、請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
【請求項２４】
　マルチキャストグループアドレスのために、マルチキャストルータ自身とソースとの間
の経路指定ツリー内に位置する少なくとも一つの他のマルチキャストルータを介してソー
スにデータを要求するアップストリームネットワークインターフェースを含んでおり、こ
のアップストリームネットワークインターフェースが、ルータ－ルータマルチキャスト経
路指定プロトコルを介して少なくとも一つの他のマルチキャストと通信し、ＩＮＣＬＵＤ
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Ｅソースレコードに含まれる情報と、ＥＸＣＬＵＤＥソースレコードに含まれる情報とを
使用して、ソースにデータを要求することにより、最短パスツリーを介したソーストとの
接続が可能になる、請求項１８に記載のマルチキャストルータ。
【請求項２５】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルが、ＰＩＭ（プロトコル非依存マル
チキャスト）プロトコルの一バージョンである、請求項１８に記載のマルチキャストルー
タ。
【請求項２６】
　マルチキャストグループアドレスのために、ランデブーポイントルータを含む複数のマ
ルチキャストルータを介してソースにデータを要求するアップストリームネットワークイ
ンターフェースを含んでおり、これらの複数のマルチキャストルータが、ソースとマルチ
キャストルータ自身との間の経路指定ツリー内に位置しており、経路指定ツリーが、ルー
タのランデブーポイントツリー（ＲＰＴ）および最短パスツリー（ＳＰＴ）を含み、アッ
プストリームネットワークインターフェースが、ルータ－ルータマルチキャスト経路指定
プロトコルを介して複数のマルチキャストルータと通信し、ＩＮＣＬＵＤＥソースレコー
ドに含まれる情報と、ＥＸＣＬＵＤＥソースレコードに含まれる情報とを使用して、ソー
スにデータを要求することにより、ランデブーポイントツリーを使用しなくとも最短パス
ツリーを介したソースとの接続が可能になる、請求項１８に記載のマルチキャストルータ
。
【請求項２７】
　ルータ－ルータマルチキャスト経路指定プロトコルが、ＰＩＭ（プロトコル非依存マル
チキャスト）プロトコルの一バージョンである、請求項２６に記載のマルチキャストルー
タ。
【請求項２８】
　ダウンストリームネットワークインターフェースにおいて、マルチキャストグループア
ドレスに対するＩＳ＿ＩＮ（ｘ）タイプのメッセージを受信したとき、マルチキャストグ
ループアドレスのいずれのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードも修正されない、請求項１５に
記載のマルチキャストルータ。
【請求項２９】
　ダウンストリームネットワークインターフェースにおいて、マルチキャストグループア
ドレスに対するＩＳ＿ＥＸ（ｘ）タイプのメッセージを受信したとき、マルチキャストグ
ループアドレスのいずれのＩＮＣＬＵＤＥソースレコードも修正されない、請求項１５に
記載のマルチキャストルータ。
【請求項３０】
　１）一または複数のホストを発信元とする、マルチキャストルータに対してマルチキャ
ストグループアドレスおよびソースからのデータ送信の停止を要求するメッセージを受信
するため、２）停止要求を受信したときに、少なくとも一つのＩＮＣＬＵＤＥソースレコ
ードと少なくとも一つのＥＸＣＬＵＤＥソースレコードとを使用して、一または複数の他
のホストがマルチキャストグループアドレスおよびソースからデータを受信しているかど
うかを決定するため、ならびに３）マルチキャストグループアドレス及びソースから一ま
たは複数のホストへのデータ送信を、マルチキャストグループアドレスおよびソースから
データを受信する一または複数の他のホストに対してグループおよびソースに専用のクエ
リタイプのメッセージを送信することなく継続するための、実行可能な指令を保存する、
請求項１５に記載のマルチキャストルータ。
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